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 1．はじめに 
  今の⼤学⽣はお⾦がないイメージがある。 
 その理由として全国⼤学⽣協連より⾏われた 
 「第58回学⽣⽣活実態調査（2023年3⽉1 
 ⽇）」より実家暮らしの⼈、下宿⽣共に「教 
 養娯楽費」「交通費」「⾷費」の⽀出が増 
 え、「貯⾦・繰越⾦」が減少している。と述 
 べていた。そのため、今の⼤学⽣はその少な 
 いお⾦をなにに消費しているのか気になっ 
 た。また、⾃分の満⾜のいく⽣活に変⾝させ 
 るためにはどのようなものを必要にして、い 
 くらくらいお⾦を必要としているのかも気に 
 なった。また、⾃分を変⾝させる時にどのよ 
 うな欲求があるのか分析することができると 
 思った。 
 その理由として2008年に出された「変⾝⾏動 
 の消費⼼理₋⼤学⽣における変⾝⾏動の消費⼼ 
 理₋」で⼤学⽣になるとしっかりとした⼤⼈に 
 なろうと⾃分に⾜りない部分を補おうとし 
 て、あるいは⾃分をいっそランクアップさせ 
 ようとして、つまり⾃分をさまざまに変⾝さ 
 せるため、「物」や「コト」にお⾦を使って 
 ⽣活をしている。と述べている。この論⽂は 
 2008年のもので現代の⼤学⽣と消費⼼理が⼤ 
 きく変わってくると思った。そこで現代の⼤ 
 学⽣は⾃分を変⾝させるためにどのようなも 
 のにお⾦を消費しているのか調べたくなっ 
 た。お⾦のない⼤学⽣にとって⾃分⾃⾝の不 
 満や不⾜を解消して満⾜する⾃分に変⾝させ 
 るためにどのようなことにお⾦を使ってい 
 て、それをすべて実現するためにはいくらほ 
 どお⾦が必要になってくるのか、その変⾝⾏ 
 動でどのような欲求があるのか読み取れると 
 思ったため 

 2．研究の⽬的 
  本研究の⽬的は現代の⼤学⽣の収⼊は何に 
 使って、いくらぐらいお⾦を消費しているの 
 かという消費⾏動。⼤学⽣が変⾝⾏動をする 
 際にどのようなものを必要として、いくらほ 
 どお⾦を消費しようとするのか。そこから⼤ 
 学⽣の消費⾏動における欲求を⾃分の中で分 
 析することである。 

 3．仮説と予測 
    ⼤学⽣の収⼊は約8万円程度だと思う。その 
 約8万円の中で携帯代、美容、洋服、友⼈との 
 ごはん代・遊び、趣味、娯楽、今の時代では 
 ⾞を持つ⼤学⽣も増え  いて  、脱⽑など⾼いお 

 ⾦がかかるものもある。1⼈暮らしの⼈は家 
 賃、⽇⽤品、⾷費、たくさんのことにお⾦が 
 かかってくる。たくさんのことにお⾦がかか 
 る要因としては昔と⽐べ物価が上がったとい 
 うのと便利なものが増えたということが多い 
 と思う。少しでも⾃分の⽣活を有意義にした 
 いという欲と脱⽑や美容、洋服にに多くお⾦ 
 をかけたりする⼈はモテたいという欲求や⾃ 
 分のコンプレックスなどの嫌いなところをカ 
 バーしたいという欲があると思う。 

 4．研究⽅法 
    研究の⽅法は全⼤学⽣を対象とする。アン 
 ケート調査で⼤学⽣の消費⾏動と変⾝⾏動に 
 関する調査をする。そのアンケート調査から 
 現⼤学⽣の消費⾏動と変⾝⾏動と消費欲求を 
 分析する。 
 （現在アンケート実施中） 
 ・1ヶ⽉の平均収⼊ 
 ・1ヶ⽉の平均消費⾦額の内訳 
 ・⼈間誰でも⾃分⾃⾝について、満⾜できる 
 ⾯と満⾜できない⾯どちらも持っている。そ 
 こであなたが、⾝体的、精神的、社会的な 
 「今のあなた⾃⾝（顔⽴ち、体つき、健康状 
 態から性格、⼈間関係、社会的地位に⾄るま 
 で）について不満や不⾜を解消して満⾜のい 
 く⾃分に変⾝するためにどのようなことにお 
 ⾦を使う（あるいは使った）ことがあるか。 
 ・上記の質問で⽉に最低どのくらいのお⾦が 
 あれば⾃分の満⾜のいく⽣活が送れるのか。 
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